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論文審査の要旨 

 

距骨壊死に対する新たな治療法として本学で開発されたアルミナセラミック製人工距

骨を用いた置換術の成績は、これまで患者立脚型の評価法を用いて評価されたことはな

かった。本研究は、日本で開発された足・足関節に特化した患者立脚型評価法である Self-

Administered Foot Evaluation Questionnaire(SAFE-Q)を用いて術前と術後３年の時点で評価

した報告である。その結果 SAFE-Q の全ての下位項目で有意に数値は改善し、特に「痛

み・痛み関連」「社会生活機能」項目は顕著に改善していた。このことにより人工距骨

置換術が除痛と社会生活機能改善を実現する有用な術式であることが示唆された。 

質疑においても、患者立脚型の評価法の妥当性、信頼性、反応性に関する質問や、症例

間のばらつきに関する質問に的確に答えていた。 

この結果は運動器再建医学の発展につながる有意義な臨床研究であると評価され，博士

(医学)の学位に値すると考える． 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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